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北海道大学哲学会『哲学.i45号 (2009年2月)

経
験
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
の
二
つ
の
毘
墨
色
丹

i

i
カ
ン
ト
認
識
論
に
お
け
る

「
超
越
論
的
演
緯
論
」

第
二
販
の
意
義
|
|

増

出

浩

入

は
じ
め
に

2
i
 

勾
J

ム

『
純
粋
理
性
批
判
』
(
以
下
、
「
批
判
』
と
略
記
)
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
認
識
論
の
要
諦
は
、
「
感
性
の
形
式
」
で
あ
る
空
間
と
時
間
と

「
悟
性
の
形
式
」
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
共
同
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
認
識
が
成
立
す
る
、
と
い
う
感
性
と
悟
性
の
二
元
論
で
あ
る
。
こ
の

観
点
か
ら
見
る
と
、
「
超
越
論
的
感
性
論
」
(
以
下
、
「
感
性
論
」
と
略
記
)
の
空
間
・
持
関
論
は
、
人
間
の
認
識
を
可
能
に
す
る
「
感
性

の
形
式
」
に
関
す
る
理
論
と
し
て
、
『
批
判
』
の
以
後
の
議
論
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
悟
性
の
形
式
」
が
主
題
と
さ
れ
る
「
超
越
論
的
分
析
論
」
(
以
下
、
「
分
析
論
」
と
略
記
)
に
お
い
て
、
「
感
性
論
」

の
空
間
・
時
間
論
と
相
容
れ
な
い
記
述
が
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
が
古
く
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
「
批
判
」
第
二
版
「
純

粋
悟
性
概
念
の
演
鐸
に
つ
い
て
」
(
以
下
、
「
演
一
緒
論
」
と
略
記
)
第
お
項
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
が
読
者
に
「
感
性
論
」
を
参
照
す
る
よ
う

に
う
な
が
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
間
と
時
間
に
「
感
性
論
」
の
記
述
と
は
矛
膚
す
る
よ
う
に
見
え
る
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
解
釈
者
を
悩
ま
し
て
き
た
。
こ
の
第
二
版
「
演
鐸
論
」
と
「
感
性
論
」
と
の
聞
の
盟
離
に
関
し
て
は
、
主
に

空
間
・
時
間
論
の
観
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
こ
の
「
感
性
論
」
の
参
照
が
、
第
二
版
「
演
緯
論
」
の



証
明
に
際
し
て
果
た
し
て
い
る
役
割
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

以
上
の
点
を
受
け
て
、
本
論
文
で
は
、
第
二
版
「
渓
繕
論
」
の
第
お
項
で
カ
ン
ト
が
「
感
性
論
」
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
理
由
を
、

第
お
項
の
証
明
の
過
程
に
即
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
現
象
へ
の
適

用
可
能
性
の
証
明
の
持
つ
特
色
を
示
し
た
上
で
、
「
批
判
』
に
お
け
る
カ
ン
ト
の
認
識
論
を
解
明
す
る
た
め
に
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
果

た
し
う
る
役
割
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
本
論
文
の
自
的
で
あ
る
。

考
察
は
以
下
の
順
序
で
進
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
ー
で
は
、
考
察
の
準
備
段
踏
と
し
て
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
課
題
と
証
明
構
造
を
示
す
。

そ
の
際
、
特
に
、
「
知
的
直
観

(
E
Z
H
U宮
5
F
旨戸田口

yggm)」
と
「
感
性
的
直
観
(
田
宮
巳

EMO〉
Hgnyggm)」
の
区
別
を
樹
立

す
る
と
い
う
『
批
判
』
の
認
識
論
の
大
き
な
目
的
の
ひ
と
つ
に
、
第
二
版
「
演
緯
論
」
も
一
定
の
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

る。

2
で
は
、
感
性
と
悟
性
を
架
橋
す
る
構
想
力
が
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
完
結
の
鍵
に
な
る
こ
と
を
示
す
。
最
後
に
3
で
は
、
第
お

項
の
証
明
の
過
程
を
、
「
感
性
論
」
の
記
述
と
逐
一
つ
き
あ
わ
せ
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
。
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1
.
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
課
題
と
証
明
構
造

ま
ず
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
課
題
と
証
明
構
造
を
確
認
し
よ
う
。
第
ニ
版
「
演
鐸
論
」
は
、
第
日
項
か
ら
第
幻
項
ま
で
の
日
の
項
か

ら
な
る
。
そ
の
う
ち
、
第
日
項
と
第
日
項
は
、
経
験
に
由
来
し
な
い
、
思
惟
の
、
支
観
的
条
件
で
し
か
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
経
験
の
対
象
を

認
識
す
る
た
め
に
貢
献
で
き
る
の
か
、
と
い
う
「
演
鐸
論
」
の
間
い
が
提
示
さ
れ
る
導
入
部
分
で
あ
る
。
第
日
項
か
ら
第
幻
項
ま
で
の
議

論
は
、
こ
の
間
い
の
解
決
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。

第
日
項
以
降
の
議
論
は
、
第
却
項
を
境
に
、
前
半
部
(
第
日
項
か
ら
第
却
項
)
と
後
半
部
(
第
幻
項
か
ら
第
幻
項
)
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
前
半
部
と
後
半
部
の
議
論
の
関
係
に
関
し
て
は
、
吉
く
か
ら
多
く
の
解
釈
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
共
通
了
解
が
あ
る
と
は
い
い



が
た
い
。
と
は
い
え
、
前
半
部
の
議
論
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
第
幻
項
の
以
下
の
文
章
は
、
両
者
の
関
係
を
理
解
す
る
鍵
を
提
供

す
る
は
ず
で
あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
上
記
の
命
題
に
お
い
て
、
純
粋
悟
性
概
念
の
演
緯
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
演
鐸
に
お
い
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
感
性
か
ら
独
立
に
た
だ
悟
性
に
お
い
て
の
み
生
じ
る
の
で
、
私
は
ま
だ
経
験
的
直
一
観
に
多
様
が
与
え
ら
れ
る
仕
方
を
捨
象
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
た
だ
、
車
観
へ
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
介
し
て
情
性
に
よ
っ
て
付
け
加
え
ら
れ
る
統
一
だ
け
に
注
目
す
る
た

め
で
あ
る
o
」
(
回
一
広
品
)

ま
ず
、
こ
の
文
章
の
「
上
記
の
命
題
に
お
い
て
、
純
粋
悟
性
概
念
の
演
緯
が
は
じ
ま
っ
た
」

(
F
E・
)
と
い
う
主
張
と
、
こ
の
文
章
に
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続
く
、
第
お
項
に
お
い
て
演
緯
の
意
図
が
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
(
回
宗
十

E
g
と
い
う
主
張
か
ら
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
は
、
前
半
部

の
議
論
で
始
ま
り
、
後
半
部
の
議
論
で
完
結
す
る
一
つ
の
議
論
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ヒ
が
第
二
版

「
演
縛
論
」
の
証
明
構
造
を
「
二
つ
の
段
階
を
含
む
一
つ
の
証
明
」
と
位
置
づ
け
て
か
ら
、
多
く
の
解
釈
者
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
文
章
か
ら
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
現
象
に
対
す
る
適
用
可
能
性
を
、
前
半
部
で
、
「
感
性
の
形
式
」
を
捨
象
し
た
状
態
で

考
察
し
た
後
、
後
半
部
で
「
感
性
の
形
式
」
を
付
け
加
え
て
考
察
す
る
、
と
い
う
カ
ン
ト
の
戦
略
が
見
て
取
れ
る
。
カ
ン
ト
が
こ
の
よ
う

な
戦
略
を
と
っ
た
背
景
に
は
、
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
を
説
明
す
る
に
先
立
っ
て
、
単
独
で
認
識
が
成
立
す
る
神
的
悟
性
の
「
知
的
直

観
」
と
悟
性
の
思
惟
作
用
と
の
共
同
に
よ
っ
て
の
み
認
識
が
成
立
す
る
「
感
性
的
留
一
観
」
と
の
区
別
を
際
立
て
る
意
関
が
あ
っ
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
半
部
の
議
論
に
お
い
て
、
た
び
た
び
「
知
的
直
観
」
と
「
感
性
的
車
観
」
が
対
比
さ
れ
な
が
ら
、
統
覚
原

理
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
「
知
的
在
観
」
の
特
徴
を
説
明
す
る
た
め
に
、
全
く
役
に
立
た
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
半
部
の
議
論
は
、
神
の
「
知
的
高
一
観
」
と
は
区
別
さ
れ
る
有
限
な
思
惟
す
る
存
在
者
の
「
感
性



的
直
観
」
に
国
有
の
活
性
の
原
理
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
「
感
性
的
直
観
」
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
悟
性
の
原
理
を
提
示
す
る
だ
け
で
は
、
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
を
説
明
す
る
に

は
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
と
い
う
の
も
、
他
の
思
惟
す
る
存
在
者
の
宜
観
に
つ
い
て
、
こ
の
直
観
が
、
わ
れ
わ
れ
の
直
観
を
制

限
し
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
普
遍
的
に
妥
当
す
る
の
と
同
じ
条
件
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
わ
れ
わ
れ
は
全
く
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(
〉
出
¥
切
怠
)
と
い
う
「
感
性
論
」
の
主
張
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

カ
ン
ト
は
、
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件

を
問
題
と
す
る
際
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
有
限
な
思
惟
す
る
存
在
者
(
釦
ロ

2

8己
主
戸
。

ι
g
k
g
p当
2
8
)
」
の
直
観
を
、
「
他
の
思
惟
す
る

存
在
者
の
直
観
(
任
。
旨
阿
国
各
自

g
m
g
m
g号
円
。
吋
仏

S
Z
E
s
t弓
2
8
)
」
と
「
わ
れ
わ
れ
の
直
観

5
5
2
0
〉
器
岳
山
口
己
ロ

m)」
の

二
種
類
に
区
別
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
「
感
性
論
」
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
「
思
惟
の
形
式
」
を
用
い
て

認
識
す
る
点
で
は
、
人
間
と
共
通
の
「
他
の
思
惟
す
る
存
在
者
」
の
認
識
と
人
間
の
認
識
を
区
別
す
る
た
め
に
、
人
間
特
有
の
「
直
観
の

そ
し
て
、
第
二
版
「
演
緯
論
」
に
お
い
て
も
、
以
上
の
「
感
性
論
」

の
考
察
方
法
は
、
「
宜
観
一
般
(
〉

HgnFggmso吾
2
1
)
」

24 

形
式
」

の
特
搬
を
枚
挙
す
る
こ
と
を
目
指
す
議
論
で
あ
る
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
「
わ
れ
わ
れ
の
車
観
」

の
区
別
を
導
入
す
る
形
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
だ
が
、
第
二
版
「
演
縛
論
」

で
は
、
「
感
性
論
」

で
は
捨
象

さ
れ
て
い
た
人
間
の
悟
性
が
考
察
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
受
け
て
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
は
、
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
を
説

明
す
る
た
め
に
、
①
思
惟
H
判
断
に
よ
っ
て
認
識
を
行
う
「
あ
ら
ゆ
る
有
醍
な
思
惟
す
る
存
在
者
」
に
と
っ
て
の
悟
性
の
原
理
で
あ
る
カ

テ
ゴ
リ
ー
の
提
示
、
②
こ
の
原
理
の
「
他
の
思
惟
す
る
存
在
者
の
車
観
」
と
は
異
な
る
形
式
を
持
つ

用
可
能
性
の
説
明
、
と
い
う
二
つ
の
課
題
を
含
む
議
論
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
直
観
」
に
対
す
る
適

①
の
課
題
は
、
判
断
機
能
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
致
を
手
引
き
に
、
前
半
部
の
議
論
で
解
決
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
②
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
基
礎
、
つ
ま
り
、
「
他
の
思
惟
す
る
存
在
者
の
直
観
」
と
は
異
な
る
人
間
特
有
の
「
直
観
の
形
式
」
に
関
す
る
考
察
は
、
「
感
性

論
」
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
②
の
諜
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
通
じ
て
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
の
説
明
を
行
う
た
め
に
は
、
①



の
課
題
の
成
果
を
「
感
性
論
」
の
成
果
と
比
較
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
換
一
τ
一
目
す
れ
ば
、
「
感
性
論
」
の
空
間
・
時
間
論
を
、
「
感
性
論
」

で
は
捨
象
さ
れ
て
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
、
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
作
業
が
行
わ
れ
る
の
が
、
第
二
版

「
演
鐸
論
」

の
後
半
部
、
と
り
わ
け
第
弘
項
以
降
の
議
論
な
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
作
業
の
過
程
を
跡
付
け
て
い
こ
う
。

2
.
第
二
版
「
演
緯
論
」
後
半
部
の
展
開

前
述
の
よ
う
に
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」

の
後
半
部
で
は
、
前
半
部
の
成
果
を
「
感
性
論
」

の
成
果
と
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
に
関
す
る
考
察
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
第
弘
項
と
第
お
項
の
議
論
で
あ

るた
後
、 第
M
項
で
は
、
前
半
部
の
議
論
で
、
人
間
の
認
識
の
成
立
条
件
の
う
ち
、
悟
性
の
側
の
条
件
だ
け
を
問
題
に
し
て
い
た
こ
と
を
回
顧
し

カ
ン
ト
は
「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
に
お
い
て
は
表
象
能
力
の
受
容
性
(
感
性
)
に
基
づ
く
感
性
的
直
観
の
あ
る
種
の
形
式
が
ア
プ

回、JqL 

リ
オ
リ
に
根
底
に
あ
る
の
で
」

(ω50)
と
い
う
君
。
口
節
を
前
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
聞
が
「
感
性
の
形
式
」

で
あ
る
空
間
と
時

間
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
知
見
で
あ
る
か
の
よ
う
に
導
入
し
て
い
る
。
こ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
「
他

の
思
惟
す
る
存
在
者
の
在
観
」
と
は
異
な
る
形
式
を
持
つ

「
わ
れ
わ
れ
の
直
観
」
に
対
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
適
用
可
能
性
の
説
明
が
開
始

さ
れ
る
。
そ
の
説
明
に
際
し
て
重
要
な
役
割
を
来
た
す
の
が
、
感
性
と
情
性
と
の
架
橋
を
行
う
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合

2
5
5
5
p

門戸。己岱目。∞可
E
Y
S
U門
HZ
田
口
玄

5
5
H
m田
町
民
け
)
」
と
呼
ば
れ
る
、
カ
テ
ゴ
リ
i
に
か
な
っ
た
構
想
力
の
総
合
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
れ

ば
、
こ
の
総
合
は
、
「
ア
プ
リ
オ
リ
に
感
官
を
、
そ
の
形
式
の
点
で
、
統
覚
の
統
一
に
か
な
っ
た
仕
方
で
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
切

つ
ま
り
、
こ
の
総
合
は
、
感
官
の
形
式
、
す
な
わ
ち
、
空
間
と
時
間
の
個
々
の
部
分
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
仕
方

]
5
N
)
 
と
い
、
つ
。

で
総
合
す
る
こ
と
に
地
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。



こ
の
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
は
、
「
感
性
に
対
す
る
活
性
の
作
用
」
(
日
広
島
・
)
、
「
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
可
能
な
車
観
の
対
象
に

対
す
る
悟
性
の
最
初
の
適
用
」
(
即
日
比
仏
・
)
と
呼
ば
れ
、
第
お
項
に
お
い
て
第
二
版
「
演
緯
論
」
を
完
結
さ
せ
る
鍵
と
な
る
。
そ
れ
は
、
第
お
填

の
証
明
が
以
下
の
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
家
の
知
覚
や
氷
結
の
知
覚
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
「
把
捉

の
総
合

(ω
百
F
O田
広
島

2
K
F
3
2
v
o
g芯
口
)
」
が
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
と
、
経
験
は
知
覚
の
連
結
に
よ
る
認
識
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
ふ
ま
え
て
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
経

験
を
可
能
に
す
る
条
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ア
プ
リ
オ
リ
に
経
験
の
あ
ら
ゆ
る
対
象
に
も
妥
当
す
る
」
(
切

EH)
と
い
う
結
論
に
到

達
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
以
上
の
証
明
は
、
①
「
悟
性
の
形
式
」
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
仕
方
で
、
「
感
性
の
形
式
」
で
あ
る

空
間
と
時
間
の
個
々
の
部
分
を
総
合
で
き
る
(
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
)
、
②
認
識
の
質
料
を
な
す
「
現
象
の
多
様
」
は
空
間
と
時
間

に
お
い
て
の
み
与
え
ら
れ
る
、
と
い
う
二
つ
の
前
提
か
ら
、
③
「
現
象
の
多
様
」
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
仕
方
で
総
合
す
る
こ
と
が

で
き
る

(
把
捉
の
総
合
)
、
と
い
う
結
論
を
導
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
思
惟
の
主
観
的
条
件
で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
経
験
の
対
象
を
認

6
 

7
M
 

識
す
る
た
め
に
貢
献
で
き
る
の
か
、
と
い
う
第
二
版
「
演
鐸
論
」

の
聞
い
に
答
え
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
「
現
象
の
多
様
」

の
関
に
ま
た
が
っ
て
い
る
空
間
と
時
間
が
、
こ
の
証
明
に
お
い
て
は
、
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
カ
ン
ト
が
「
感
性
論
」

の
空
間
・
時
間
論
の
成
果
を
逐
一
振
り
返
り
な
が
ら
、
論
証
を
進
め
て
い
る
の
も
そ
の

ロ
ン
グ
ネ
ス
の
よ
う
に
、
第
お
項
を
「
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
(
同

2
2円山山口
m
F
o
P
9
5
8ロE

門

H
S
S
H
k
r
g
F
Z仙
の
こ
と
位
置
づ
け
て
い
る
論
者
も
い
る
。

た
め
で
あ
る
。
こ
の
点
を
受
け
て
、

以
下
で
は
、
こ
の
証
明
を
「
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
感
性
論
」

で
提
示
さ
れ
た
空
間
と

時
間
の
性
格
が
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
人
間
の
認
識
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
。



3
.
第
お
項
の
証
明
に
お
け
る
「
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
」

で
は
、
第
部
項
の
証
明
の
内
容
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
こ
う
。
こ
の
項
の
第
二
段
落
で
、
カ
ン
ト
は
「
把
捉
の
総
合
」
を
「
経
験
的
直

観
に
お
い
て
多
様
を
合
成
す
る
こ
と
」
(
回

50)
と
定
義
し
た
後
、
第
三
段
落
で
こ
の
証
明
に
着
手
し
て
い
る
。
第
四
段
落
と
第
五
段
落

で
は
、
こ
の
証
明
の
帰
結
が
、
家
の
知
覚
と
氷
結
の
知
覚
を
例
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
第
三
段
落
の
証
明
の
過
程
を
、
「
感

性
論
」
の
記
述
と
黒
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
に
関
す
る
再
読

ま
ず
、
カ
ン
ト
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
空
間
と
時
間
の
表
象
に
そ
っ
て
、
外
的
な
ら
び
に
内
的
感
性
的
直
観
の
形
式
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
持

つ
が
、
こ
れ
ら
の
形
式
に
現
象
の
多
様
の
把
捉
の
総
合
は
常
に
か
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
(
凶

50)
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
主

張
は
、
「
感
性
論
」
の
「
現
象
の
多
様
が
あ
る
種
の
関
係
に
お
い
て
秩
序
付
け
ら
れ
う
る
よ
う
に
す
る
も
の
を
私
は
現
象
の
形
式
と
名
づ

け
る
」

(
k
F
N
Q
H
W
ω

串
)
と
い
う
主
張
と
あ
わ
せ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
現
象
の
形
式
」
、
つ
ま
り

-27-

空
間
と
時
間
は
、
「
現
象
の
多
様
」
を
「
あ
る
種
の
関
係
」
に
お
い
て
秩
序
づ
け
る
た
め
の
条
件
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
、
「
感
性
論
」
の

議
論
を
た
ど
っ
て
い
く
限
り
、
「
あ
る
種
の
関
係
」
の
内
実
は
継
起
や
同
時
存
在
と
い
っ
た
空
間
・
時
間
関
係
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
現
象
の
多
様
」
が
空
間
と
時
間
同
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
多
様
を
空
間
・
時
間
関

係
に
か
な
っ
た
仕
方
で
秩
序
付
け
る
た
め
の
必
要
条
件
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
悟
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
感
性
だ
け
を
主
題
と
す
る
「
感

性
論
」
に
お
い
て
、
「
現
象
の
多
様
」
を
秩
序
づ
け
る
主
体
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

だ
が
、
第
二
版
「
漬
緯
論
」
で
は
、
「
把
捉
の
総
合
」
が
、
「
現
象
の
多
様
」
を
秩
序
づ
け
る
働
き
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
家
を
知
覚
す
る
た
め
に
は
、
家
の
上
の
部
分
と
下
の
部
分
を
「
把
捉
の
総
合
」
の
主
体
と
異
な
る
位
量
に
あ
る



も
の
と
し
て
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
部
分
を
互
い
に
異
な
る
位
置
に
あ
る
も
の
と
し
て
総
合
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
現

象
の
多
様
」
が
空
間
と
時
間
に
お
い
て
し
か
与
え
ら
れ
え
な
い
と
い
う
性
格
、

つ
ま
り
空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
が
、
「
把
捉
の
総
合
」

の
あ
り
方
を
規
制
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
こ
の
文
章
の
主
張
な
の
で
あ
る
。

空
間
と
時
閣
の
「
直
観
性
」
に
関
す
る
再
読

続
い
て
、

カ
ン
ト
は
読
者
に
「
感
性
論
」
を
参
照
す
る
よ
う
に
、
つ
な
が
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
し
か
し
、
空
間
と
時
間
は
感
性
的
宣
観
の
形
式
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
(
多
様
を
含
む
)
直
観
そ
の
も
の
と
し
て
も
、

て
、
こ
れ
ら
の
直
観
に
お
け
る
こ
の
多
様
の
一
性
と
い
う
規
定
を
伴
っ
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
表
象
さ
れ
て
い
る

し
た
が
っ

(
超
越
論
的
感
性
論
を

見
よ
)

0
」
(
出

50)

28 

こ
の
文
章
に
は
、
「
形
式
的
直
観
(
日
1
0
5
5目
。
〉
HH2ymHEロ
m)
」
に
関
す
る
有
名
な
注
と
の
関
連
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
な
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
文
章
で
、
「
現
象
の
多
様
」
と
の
相
関
関
係
の
有
無
に
応
じ
て
、
空
間
と
時
間
を
「
純
粋
形
式
」
と
「
純
粋
直
観
」

の
方
法
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
(
多
様
を
含
む
)
直
観
そ
の

も
の
(
〉
宮
各
自
己
伝
8
2
5
2
(
e
o
a
H
H
宮

S
E丸山
E
m
g
S
F巴
窓
口
)
)
」
と
特
徴
付
け
ら
れ
た
空
間
と
時
間
に
、
「
一
性
(
田
口
E

Z
E
)」
と
い
う
「
感
性
論
」
に
は
未
出
の
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
点
に
よ
る
。

と
い
う
こ
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
い
う
「
感
性
論
」

問
題
の
所
在
を
確
認
し
よ
う
。
「
感
性
論
」
に
お
い
て
、
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
と
時
間
に
は
コ
性
」
で
は
な
く
、
「
唯
一

(aEmご

と
い
う
性
格
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
幾
何
学
的
認
識
や
運
動
、
変
化
の
可
能
性
を
説
明
す
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
た

の
第
一
一
一
論
証
で
は
、
こ
の
性
格
に
関
し
て
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
空
間

と
え
ば
、
「
空
間
概
念
の
形
而
上
学
的
究
明
」



は
本
質
的
に
唯
一
で
あ
り
、
空
間
に
お
け
る
多
様
、
し
た
が
っ
て
、
空
間
一
般
に
関
す
る
普
遍
的
概
念
も
、

た
だ
制
限
に
の
み
基
づ
い
て

い
る
」
(
〉
自
己

S)。
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
「
三
角
形
の
内
角
の
和
は
一
八
O
度
で
あ
る
」
と
い
っ
た
幾
何
学
的
認
識
を
成
立
さ
せ
る
た

め
に
は
、
「
純
粋
底
観
」
と
し
て
の
空
間
の
個
々
の
部
分
を
、
悟
性
に
よ
っ
て
総
合
す
る
こ
と
で
、

三
角
形
を
描
き
出
す
必
要
が
あ
る
、

と
い
う
。
こ
の
文
章
で
は
、
「
概
念
の
構
成
」
に
先
立
っ
て
総
合
さ
れ
る
べ
き
空
間
の
倒
々
の
部
分
が
、
「
唯
一
」

の
空
間
に
属
し
て
い
る

こ
と
が
、
三
角
形
を
描
き
出
す
必
要
条
件
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空

間
の
持
つ
「
唯
こ
と
い
う
性
格
は
、
幾
何
学
的
認
識
の
基
礎
付
け
に
際
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
上
記
の
文
章
で
は
、
空
間
と
時
期
の
「
唯
一
」
と
い
う
性
格
が
「
一
性
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
、
こ

の
文
章
の
注
で
は
、
「
直
観
そ
の
も
の
」
と
し
て
の
空
間
が
、
「
形
式
的
車
観
」
と

い
換
え
ら
れ
た
上
で
、
こ
の
「
一
性
」
が
、
「
感
官

5
H
K
5
5・
)
。
し
か
も
、

に
は
属
さ
な
い
が
、
空
間
と
時
間
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
概
念
を
は
じ
め
て
可
龍
に
す
る
総
合
」
を
前
提
す
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
(
回
忌
?

は
っ
き
り
と
、
こ
の
つ
性
」
を
「
感
性
論
」
で
扱
っ
た
と
述
べ
て
い
る
(
時
E
P
)
。
し
た
が
っ

カ
ン
ト
は
、
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カ
ン
ト
が
、
「
感
性
論
」
で
の
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
と
時
聞
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
空
間
と
時
間
の
「
一
性
」
が
基
本
的
に
悟
性
の
作
用
で
あ
る
総
合
を
前
提
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
が

解
釈
者
を
困
惑
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

て
、
こ
の
文
章
と
そ
の
注
に
お
い
て
、

で
は
、

カ
ン
ト
は
、
な
ぜ
こ
の
箇
所
で
、
「
感
性
論
」
で
論
じ
ら
れ
た
空
間
の
「
唯
こ
と
い
う
性
格
が
あ
る
種
の
総
合
を
前
提
す
る
、

と
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

一
つ
自
の
理
由
と
し
て
、
「
感
性
論
」

で
の
こ
の
性
格
が
、
「
感
性
論
」

で
捨
象
さ
れ
て
い
た
悟
性
の

能
力
も
視
野
に
入
れ
て
関
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
空
間
の
「
一
性
」
が
要
求
す
る
総
合
が
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
か
な
っ
た
総
合
と
単
純
に
同
一
一
祝
さ
れ
て
い
な
い
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
は
、
『
批

判
』
第
一
版
と
第
二
版
の
開
で
の
感
官
と
構
想
力
の
位
置
づ
け
の
変
化
を
仔
細
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
、
こ
の
点

に
関
し
て
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。
た
だ
し
、
カ
ン
ト
が
こ
の
簡
所
で
、
空
間
と
時
間
に
「
感
性
論
」
の
主
張
と
矛
盾
す
る
よ
う
な



性
格
を
付
与
し
て
い
る
の
は
、
「
批
判
』

の
書
き
換
え
問
題
に
も
か
か
わ
る
き
わ
め
て
複
雑
な
事
情
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
だ
け
は
、
常
に

念
頭
に
お
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
は
い
え
、
以
上
の
解
釈
上
の
問
題
を
除
け
ば
、
こ
の
笛
所
で
、

カ
ン
ト
が
、
空
間
・
時
間
の
「
直
観
性
」
を
引
き
合
い
に
出
し
た
理

由
は
、

は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
性
格
が
、
「
形
式
性
」
と
は
異
な
る
仕
方
で
、
「
把
捉
の
総
合
」
と
「
構
想
力
の
超
越
論

的
総
合
」
双
方
の
可
能
性
を
保
証
す
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
家
を
知
覚
す
る
際
に
、
屋
根
の
赤
さ
と
壁
の
白
さ
を
一
定
の
位
置
を
持

つ
も
の
と
し
て
、
ま
た
こ
れ
ら
二
つ
の
色
を
同
時
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
総
合
で
き
る
こ
と
は
、
空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
に
よ
る
。

だ
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
色
の
位
置
が
、
同
じ
空
間
の
部
分
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
の
は
、
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
の
「
一
性
」

と
い
う
性
格
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

カ
ン
ト
は
、
第
お
項
の
証
明
に
お
い
て
、
「
感
性
論
」

の
空
間
・
時
間
論
の
成
果
を
悟
性
の
働
き
を
視
野
に
入
れ

て
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
把
捉
の
総
合
」
を
行
う
た
め
に
必
要
な
空
間
と
時
間
の
性
質
を
改
め
て
確
認
し
て
い
る
、
と
考
え
ら

nu 
今コ

れ
る
。

つ
ま
り
、
空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
と
い
う
性
格
は
、
「
現
象
の
多
様
」

の
「
把
捉
の
総
合
」
が
空
間
と
時
間
の
個
々
の
部
分

を
総
合
す
る
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
を
伴
う
こ
と
を
保
証
し
、
「
直
観
性
」
と
い
う
性
格
は
、
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
が
行

わ
れ
る
空
間
と
時
間
の
同
一
性
と
無
限
性
を
保
証
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
瓶
「
演
縛
論
」
の
完
結
|
経
験
の
可
能
性
の
条
件
と
し
て
の
ニ
つ
の
出

5
0一同1
0
1
3
3
1

で
は
、
上
記
の
「
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
」
は
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
完
結
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
の
が
以
下
の
文
章
で
あ
る
。

「
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
外
あ
る
い
は
内
に
お
け
る
多
様
の
総
合
の
統
一
(
出

Z
V
E仲
仏

2
ω
河
口
己

M
2
2
母
国
冨

gamE



日

v
z
m
o
p
g
Hロ
2
0仏
2

5
戸

Mg)
さ
え
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
空
間
と
時
間
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
表
象
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
も

の
が
か
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
結
合
も
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
、
あ
ら
ゆ
る
把
捉
の
総
合
の
条
件
と
し
て
、
す
で
に
(
こ
れ
ら
の

高
一
観
に
お
い
て
で
は
な
く
て
こ
れ
ら
の
直
観
と
と
も
に
同
時
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」
(
凶

5
0山
色
)

こ
の
文
章
で
は
、
「
把
捉
の
総
合
」
を
行
う
た
め
に
必
要
な
感
性
と
悟
性
双
方
の
条
件
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
条
件
と

は
、
悟
性
の
側
の
条
件
と
し
て
の
、
「
わ
れ
わ
れ
の
外
あ
る
い
は
内
に
お
け
る
多
様
の
総
合
の
統
こ
と
、
感
性
の
側
の
条
件
と
し
て
の

3
1
2
で
取
り
上
げ
た
「
超
越
論

「
こ
れ
ら
の
直
観
」
、

つ
ま
り
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
・
時
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、

、

円

J
I
l
1
1
1
4

的
感
性
論
の
再
読
」
は
、
文
末
の
「
こ
れ
ら
の
直
観
」

の
内
実
を
規
定
す
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
冒
頭
部
の
「
わ
れ
わ
れ
の
外
あ
る
い
は
内
に
お
け
る
多
様
の
総
合
の
統
こ
と
い
う
表
現
か
ら
考
察
し
よ
う
。
こ
こ
で
注
意
し

31-

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
「
統
こ
と
訳
し
た
凶
吉
宮
広
が
、
前
文
の
「
一
性
」
と
訳
し
た
出
皆
吉
泣
と
は
異
な
る
意
味
で
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
文
の
田
口
宮
片
付
は
、
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
と
時
聞
が
持
つ
「
唯
こ
と
い
う
性
格
、
す
な
わ
ち
、
「
一
性
」

を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
丈
章
の
出
吉
宮
広
は
、
「
総
合
的
統
一
(
回
当
三
百
江
田
口
宮
国
吉

ra什
)
」
の
出

uyaけ
と
ほ

ぼ
同
じ
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
車
観
に
与
え
ら
れ
た
多
様
が
総
合
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
仕
方
に
関
す
る
規

別
を
指
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
わ
れ
わ
れ
の
外
あ
る
い
は
内
に
お
け
る
多
様
の
総
合
の
統
こ
と
は
、
「
純
粋
直
観
」

と
し
て
の
空
間
と
時
間
の
個
々
の
部
分
が
、
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
る
仕
方
に
関
す
る
規
則
、

ゴ
リ
!
な
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
カ
テ

さ
ら
に
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
空
揖
と
時
間
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
「
現
象
の
多
様
」
の
総
合
に
関
す
る
規
則
で
も
あ
る
。
こ
の
点
は
、
「
空

間
と
時
間
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
表
象
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
か
な
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
結
合
」
と
い
う
表
現
か
ら
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
版
「
演
緯
論
」
の
前
半
部
で
は
、
悟
性
の
自
発
性
に
基
づ
く
「
結
合
(
〈
号
ぴ
百
円
吉
岡
高
)
」
が
「
多
様
の



総
合
的
統
一
の
表
象
」
(
∞

502出
EH)
と
定
義
さ
れ
た
上
で
、
こ
の
「
総
合
的
統
一
」
の
根
拠
と
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
統
覚
が
挙
げ

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
箇
所
で
は
、
前
半
部
の
「
結
合
」
の
根
拠
を
問
、
っ
議
論
が
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
完
結
の
た
め
に
援
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
れ
る
仕
方
に
関
す
る
規
則
、

以
上
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
こ
の
文
章
の
主
張
は
、
①
空
間
と
時
間
の
個
々
の
部
分
が
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
に
よ
っ
て
統
一

つ
ま
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
②
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
と
時
間
と
い
う
こ
つ
の
条
件
が
、
「
把
捉
の

つ
ま
り
、
「
把
捉
の
総
合
」
は
、
悟
性
の
側
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

総
合
」
の
成
立
条
件
と
し
て
同
時
に
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
点
に
落
ち
着
く
。

に
基
づ
く
「
総
合
的
統
こ
と
、
感
性
の
側
の
空
間
と
時
間
の
「
一
性
」
と
い
う
こ
つ
の
目
ロ
ゲ
包
け
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特
に
、
感
性
の
側
の
回
E
V
S什
の
重
要
性
は
、
カ
ン
ト
が
挙
げ
て
い
る
家
の
例
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
カ
ン
ト
に
よ

れ
ば
、
「
把
捉
の
総
合
」
に
よ
っ
て
、
屋
根
か
ら
土
台
ま
で
の
形
を
総
合
し
て
、
家
の
知
覚
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
「
空
間
の
必
然
的

統
こ
と
「
外
的
感
性
的
宜
観
一
般
の
必
然
的
統
ご
と
い
う
こ
つ
の
要
素
が
必
要
と
さ
れ
る
、
と
い
う
(
白

5
8
0
こ
の
場
合
の
「
空

32 

間
の
必
然
的
統
こ
と
は
、
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
需
の
持
つ

「
一
性
」
と
い
う
性
格
で
あ
り
、
「
外
的
感
性
的
直
一
観
一
般
の
必
然
的

統
こ
と
は
、
「
直
観
一
般
に
お
け
る
同
種
的
な
も
の
の
総
合
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
で
あ
る
。
実
際
、
家
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
が
占
め
て
い

る
位
置
を
合
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
情
性
の
側
の
条
件
は
、
「
同
種
的
な
も
の
の
総
合
」
と
い
う
量
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
提
示
す
る
規

別
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
人
間
に
と
っ
て
、
総
合
さ
れ
る
多
様
の
側
の
同
種
性
を
保
証
す
る
の
は
、
空
間
の
「
一
性
」
と
い
う

性
格
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
活
性
の
形
式
で
あ
る
量
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
「
総
合
的
統
一
」
は
、
空
間
と
時
間
の
「
一
性
」

と
い
う
性
格
に
か
か
わ
る
こ
と
な
し
に
、
人
間
の
認
識
の
成
立
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

結
局
、
こ
の
証
明
は
、
①
「
構
想
力
の
超
越
論
的
総
合
」
は
、
悟
性
の
側
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
基
づ
く
「
総
合
的
統
こ
と
、
感
性
の
側

の
「
純
粋
直
観
」
と
し
て
の
空
間
と
時
間
の
「
一
性
」
、
と
い
う
二
つ
の
出
佐
官
立
が
、
相
補
的
に
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能

で
あ
る
こ
と
を
一
不
す
、
②
空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
と
①
を
論
拠
に
、
「
現
象
の
多
様
」
の
「
把
捉
の
総
合
」
も
こ
の
二
つ
の
出

E
Z詐



に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
、
③
「
経
験
は
連
結
さ
れ
た
知
覚
に
よ
る
認
識
で
あ
る
」
(
回
忌
同
)
と
い
う
点
と
②
を
論
拠

に
、
人
間
の
認
識
も
こ
の
こ
つ
の
出
宮

yaけ
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
「
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
」
は
、
こ
の
証
明
に
お
い
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

カ
ン
ト
が
、
第
お
項
で

「
感
性
論
」

の
記
述
を
逐
一
振
り
返
り
な
が
ら
証
明
を
行
っ
て
い

る
の
は
、
「
感
性
論
」

で
提
示
さ
れ
た
空
間
と
時
間
の
「
形
式
性
」
と
「
直
観
性
」
と
い
う
性
格
が
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
現
象
に
適
用
す
る

で
は
、
悟
性
の
側
と
感

性
の
側
の
二
つ
の
出
E
V包
仲
が
穏
補
的
に
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
人
間
の
認
識
が
可
能
に
な
る
、
と
い
う
結
論
が
示
さ
れ
る
。
こ

た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
第
二
版
「
演
繕
論
」

33 

の
結
論
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二
版
「
演
縛
論
」
は
、
「
感
性
論
」

の
空
間
・
時
間
論
と
「
分
析
論
」
前
半
部
の
カ
テ
ゴ
リ
i

論
の
成
果
を
、
「
知
的
宜
観
」
に
よ
る
神
の
認
識
と
人
間
の
認
識
を
灰
一
別
す
る
と
い
う
『
批
判
」

の
認
識
論
の
理
念
に
基
づ
い
て
統
合
す

る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
「
知
的
宣
観
」
に
よ
る
神
の
認
識
と
人
間
の
認
識
の
あ
り
方
を
区
別
す
る

『
批
判
』

の
企
て
は
、
第
二
版
「
演
鐸
論
」

で

完
結
し
た
わ
け
で
な
い
。
こ
の
企
て
の
完
結
を
見
届
け
る
た
め
に
は
、
「
感
性
論
」
か
ら
「
フ
ェ
ノ
メ
ナ
と
ヌ
l
メ
ナ
」
ま
で
を
こ
の
企

て
に
か
か
わ
る
一
連
の
議
論
と
し
て
ま
と
め
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
作
業
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



注
※
門
純
粋
理
性
批
判
』
か
ら
の
引
用
に
際
し
て
は
、

nH・
目
B
5
2
5白
ロ
ロ
校
訂
に
よ
る
哲
学
文
庫
新
版
(
亘
氏
5
2
N
U
F
N
N
E名
目
紅
白
内
含
浸
守
N
S
S忌
w
凶
門
戸
呂
田
)

を
用
い
、
慣
例
に
従
い
原
著
の
第
一
版
と
第
二
版
を
そ
れ
ぞ
れ
、

A
と
B
で
一
不
し
、
原
著
の
項
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
し
た
。
そ
の
際
、
原
文
の
ゲ
シ
ユ

ベ
ル
ト
は
傍
点
で
記
し
た
。

(
I
)
特
に
、
第
お
項
の
注
の
「
形
式
的
直
観
」
の
性
格
に
関
し
て
は
古
く
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

3
1
2
で
取
り
上
げ
る
。

(2)
こ
の
問
題
の
研
究
史
に
関
し
て
は
、
注
の
日
を
参
照
。

(
3
)
ロ
ン
グ
ネ
ス
の
よ
う
に
、
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
演
線
論
の
目
的
が
完
全
に
達
成
さ
れ
る
の
は
、
超
越
論
的
感
性
論
の
再
読
に
至
る
場
合
だ
け
で
あ
る
」
と

主
張
し
、
第
二
版
「
渓
鐸
論
」
と
「
感
性
論
」
と
の
聞
の
空
間
と
時
間
の
性
格
の
組
餅
を
て
が
か
り
に
、
第
二
版
「
演
緯
論
」
末
尾
の
証
明
を
解
釈
す
る
研

究
者
も
い
る
。
の
円
ピ
ロ
切
お
ロ
⑦
由
回
目
v切
宮
仲
立

8
・w附
円
。
ミ
ロ
ロ
門
出

HF向
。
ロ
』
UQGHH
宮内、宮内片町
m
-
ぬ同誌匂
N守弘
N
X
V
Q
3門
出
匂
な
g
g
g
N
H
H
S
Sぬ
叫
ザ
ロ
宮
町
内
ロ
門
出
3
円

QN

kpg-NHHN向
。
三
宮
守
笠
宮
内
。
司
、
ロ
ミ

~
N
S
E
P
可

E出
】

-
S
の
げ
、
HJd司
o
-
F
H
J
U
g
g
p
E
g
u同
)
E

出
向
た
だ
し
、
構
想
力
の
「
形
象
的
総
合
」

H

「感

性
に
対
す
る
悟
性
の
作
用
」
が
、
「
感
性
論
」
で
の
空
間
と
時
間
を
生
み
出
す
と
い
う
彼
女
の
解
釈
は
感
官
の
形
式
と
純
粋
概
念
の
異
種
性
を
損
な
う
、
と

4a 
今コ

い
う
セ
ン
ド
ロ
ウ
イ
ツ
ツ
の
批
判
も
あ
る
。
の
円
切
の
ロ
品
旬
。
唱
な
Nw
宮
崎
間
『
。
ロ

-L引
4NhR35話
ぬ
い
て
ミ
ど
史
的
ロ
ロ
門
出
ぬ
い
て
3
H
Z丘
町
凡
曲
、
立
。
立
内
ロ
。
さ
な
丸
町
也
、
司
HJF由一月中

点
目
唱
え
ロ
向
。
け
由
℃
HH盲
目
ロ
夕
日

4vNCOAT-u・44N円

(
4
)
1
9
6
9年
の
へ
ン
リ
ッ
ヒ
の
論
文
「
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
演
線
論
の
証
明
構
造
」
以
降
、
こ
の
テ
l
マ
に
関
し
て
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
研
究
論

文
が
箸
さ
れ
て
い
る
。

1
9
7
0年
か
ら

1
9
9
0年
前
後
ま
で
の
こ
の
テ

i
マ
の
研
究
史
に
関
し
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。
〈
四
円
邸
内
出
当
面
白
ロ
♂
可
申
4

g
P
E
E
N
-
3
5
N
Sに
尽
き
な
じ
足
む
さ
S
号、

1
3
2
f
a
S
民
主
。
苦
手
(
出
)
・
同
S

主
円
九
三
寄
与
S

E
括的
F
S
n
p
H
L
R
F
早∞
E

g

g
ゆ

HC申
HW
∞
印
日
申
E
U
品
∞

wm山
'
品
印
。

sAF印
印
一
∞
∞

wH由
也

NW
∞
・
由
。
z
∞
∞

vm・
H∞
印

'N04.

(5)
の
円
問
。
ロ
江
口
Y
口
広
ZM三
時

J
r
N
U
3弐
お
HY宮
内
定
立
矢
内
ロ
ミ
ぱ
弓
QZ句
口

S
門出
S
E
N
b丘
宮
内
氏
。
司
、
庄
一
寸
}
戸
⑦

MH2芯
唱
え
冨
⑦
仲
間
MLμu忌
2
・
MMw
呂
町
タ

同

)

由

h
F
N



(6)
た
と
え
ば
、
第
日
項
の
「
自
己
意
識
に
よ
っ
て
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
多
様
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
悟
性
な
ら
ば
直
観
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
わ
れ

わ
れ
の
悟
性
は
思
惟
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
感
官
に
お
い
て
直
観
を
採
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
(
回
呂
町
)
と
い
う
主
張
ゃ
、
第
げ
壌
の
「
統

覚
の
総
合
的
統
こ
が
、
「
私
は
存
在
す
る
と
い
う
表
象
に
お
け
る
悟
性
の
純
粋
統
覚
に
よ
っ
て
は
ま
だ
何
の
多
様
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
悟
性
」
(
国

5
8

に
対
す
る
原
理
で
あ
り
、
「
悟
性
の
自
己
意
識
に
よ
っ
て
同
時
に
、
直
観
の
多
様
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
悟
性
」

(
F
E・
)
に
対
す
る
原
理
で
は
な
い
、
と
い

う
主
張
、
さ
ら
に
前
半
部
を
総
括
す
る
第
幻
項
の
「
と
い
う
の
も
、
仮
に
私
が
白
ら
直
観
す
る
よ
う
な
悟
性
を
考
え
よ
う
と
す
る
場
合
(
中
略
)
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
そ
の
よ
う
な
認
識
に
関
し
て
何
の
意
義
も
持
た
な
い
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
の
全
能
力
が
思
惟
に
存
す
る
(
中
時
)
悟
性
の
た

め
の
規
則
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
」
(
国
民
日
)
と
い
う
主
張
か
ら
も
、
こ
の
点
は
透
け
て
見
え
る
。
つ
ま
り
、
前
半
部
の
議
論
で
行
わ
れ
て
い
る
統
覚
原
理

を
軸
と
し
た
自
我
論
は
、
直
観
す
る
情
性
、
つ
ま
り
「
知
的
夜
観
」
と
は
区
別
さ
れ
る
思
惟
す
る
悟
性
の
原
理
を
一
不
す
議
論
の
ひ
と
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
必
要
以
上
に
自
我
論
を
重
視
す
る
第
二
版
「
演
鐸
論
」
の
解
釈
は
、
こ
の
大
き
な
主
題
を
取
り
こ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

(
7
)
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ム
ル
エ
問
と
時
間
に
お
け
る
直
観
の
仕
方
を
人
間
の
感
性
に
制
限
す
る
必
要
も
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
有
限
な
思
惟
す
る
存
在
者
(
田
口

2

3門デ

]
仙
口
町
四
号
ロ
宵
百
円
悼
の
当
。
田

g)
は
、
こ
の
点
で
必
然
的
に
人
間
と
一
致
す
る
に
違
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
(
も
っ
と
も
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
決
定
で
き

な
い
)
、
そ
れ
で
も
こ
の
庶
観
の
仕
方
は
こ
う
し
た
普
遍
的
妥
当
性
の
ゆ
え
に
感
性
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
わ
け
で
は
な
い
」
(
回
4
日
)
と
い
う
形
で
、
「
感
性

論
」
の
末
尾
で
は
、
「
他
の
思
惟
す
る
存
夜
者
の
直
観
」
と
「
わ
れ
わ
れ
の
直
観
」
が
重
な
り
合
う
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
批
判
」
の
以

後
の
議
論
で
は
、
「
感
性
論
」
の
主
婆
部
分
と
同
様
、
「
他
の
思
惟
す
る
存
在
者
の
直
観
」
と
「
わ
れ
わ
れ
の
直
観
」
の
区
別
が
際
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

3S 

(8)

。円F
。
ロ
切
忌
ロ
⑦
田
由
。
v
D
H
Y

口同什よ℃
-M]I
丘一

(
9
)
山
口
修
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
の
忠
ロ

Z
E
E
-包
丘
町
布
団
を
「
一
つ
の
多
様
」
と
訳
し
、
そ
こ
か
ら
、
「
「
乙
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
多
」
を
含
む

と
い
う
時
空
の
直
観
的
な
あ
り
方
」
を
日
見
出
す
論
者
も
い
る
。
こ
の
点
に
践
し
て
は
、
山
口
修
二
「
カ
ン
ト
超
越
論
的
論
理
学
の
研
究
円
渓
水
社
、

2
0
0
5

年、

1
3
5
項
以
下
を
参
照
。

(
叩
)
こ
こ
で
「
一
位
」
と
訳
し
た
ヨ
ロ
宮
詐
は
、
「
稔
合
的
統
こ
の
場
合
の
巴
ロ
宮
件
と
は
異
な
る
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

3

3

で
詳
し
く

取
り
上
げ
る
。

(
日
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
主
に
①
「
感
性
論
」
で
の
空
間
と
こ
の
箇
所
で
の
ん
空
間
を
異
な
る
種
類
と
み
な
す
解
釈
(
ア
リ
ソ
ン
、
二
一
宅
側
二
と
、
②
「
感



性
論
」
の
空
間
と
こ
の
箇
所
の
空
間
を
同
一
視
す
る
解
釈
(
ナ
ト
ル
プ
、
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
、
ロ
ン
グ
、
不
ス
)
と
い
う
…
一
つ
の
タ
イ
プ
の
解
釈
が
提
示
さ
れ
て

き
た
o

た
と
え
ば
、
ア
リ
ソ
ン
は
、
「
形
式
的
直
観
」
を
「
規
定
さ
れ
た
純
粋
直
観
(
仏
2
2
B宮
町
民
⑦
切
出

g
z
g
E
Eロ
)
」
、
「
感
性
論
」
で
問
題
と
さ
れ
た

空
間
を
「
規
定
さ
れ
て
い
な
い
純
粋
直
観

(
Z
ι
2
2
g
E色。
H
U
H
-
5
5
2在
S
)
」
と
み
な
し
、
後
者
を
概
念
に
よ
っ
て
規
定
す
る
こ
と
で
「
形
式
的
直
観
」

が
成
り
立
つ
、
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
一
宅
剛
一
も
「
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』
に
お
い
て
、
「
無
線
の
直
観
的
全
体
」
、
「
悟
性
的
な
全
体
の
概
念
」

と
い
う
用
語
を
駆
使
し
て
、
ア
リ
ソ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
。
同
と
戸
時
間
。
P
出
・
出
。
ロ
円
ア
同
町
門
HWH円
ぱ

SbQ宮町内お門
N
S
E
N
H門出。
R
E
S
-
k
g
p
H目下

、
認
定
及
。
ロ
ロ
ロ
門
出
匂
ぬ

HVEぬ
・
勾
き
弘
前
足
。
ロ
門
出
匂
ミ
Q
y
h
丘
町
民
主

g
w
z。
唱
同
君
。
ロ

hrHLOロ品。ロ
h
o
o
p
-
L
H
A
R
一
一
一
宅
剛
一
『
学
の
形
成
と
自
然
的
世
界
』
、

み
す
ず
書
一
房
、

1
9
7
3年、

3
3
0
項
以
下
を
参
照
。
つ
ま
り
、
①
の
解
釈
は
、
「
感
性
論
」
の
空
間
と
こ
の
儀
所
の
空
間
を
区
別
す
る
こ
と
で
、
「
純
粋

直
観
」
と
し
て
の
空
間
が
総
合
に
先
立
っ
て
「
喰
こ
で
あ
る
、
と
い
う
性
格
の
保
持
を
凶
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
②
の
解
釈
は
、
第
二
版

「
演
経
論
」
の
記
述
に
よ
っ
て
、
「
感
性
論
」
の
空
間
の
性
格
の
修
正
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ナ
ト
ル
プ
は
、
「
感
性
論
」
で
の
空
間
が
、
も

と
も
と
は
思
惟
を
起
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
い
る
o
〈
岡
山

HA忠
O

『
ヲ
市
田
己
-w
む
な

ND寝泊

h
z
c
gロ門出向魚崎ぬ
S
Y
R
Q
M
W円
S
司
2
2
5
S口
幸
F

F
R司
自
問
自
己
∞
2
r
p
E
N印
wm-N4印
B

自
由
ま
た
、
ワ
ッ
ク
ス
マ
ン
と
ロ
ン
グ
ネ
ス
は
②
の
解
釈
を
「
根
源
的
獲
得
」
の
概
念
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
し
て

い
る
。
。
円
岩
田
同
吉
田
口
迫
田
可
Z
w
』円

S
F
ミ
。
弘
氏
。
三
宮
室
主
-
み
宅
内
足
止
な
号
、
a
Q及
。
ョ
ミ

3
・8
ω
R
ミ
S
H
Q
N
E
S
Nな
F
Z。
者
百
円
F
。同向。
E
U

HmwUHWM}同】
4uaHH4・阿久
Cロ間己目…ロ⑦出田
myCM}・口広場同】
NH也
内

(
ロ
)
ロ
ン
グ
ネ
ス
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
注
で
、
空
間
の
「
一
性
」
に
「
あ
ら
ゆ
る
概
念
に
先
立
つ
」
(
凶
器
H

〉
ロ
ヨ
)
と
い
う
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ヵ
ン
ト
哲
学
の
枠
組
み
に
依
拠
し
た
場
合
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
概
念
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
よ
り
も
先
に
、
空
間
の
「
一
性
」
が
成
立
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
「
一
性
」
が
前
提
す
る
総
合
は
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
か
な
っ
た
総
合
で
は
あ
り
え
な
い
。
。
同
一
F
C
ロ
鴨
居
ロ

g
由。唱。
-u
・口片付
-
w
-
V
M
)
M
M
ι
F
S
M
M印

(
日
)
こ
の
点
を
考
察
す
る
際
に
は
、
感
宮
に
お
け
る
「
総
'
鋭

(ωu語
。
℃
色
町
)
」
(
〉
む
と
を
は
じ
め
と
す
る
第
一
版
「
波
線
論
」
悶
有
の
枠
組
み
に
密
接
に
関

連
し
て
い
る
「
感
性
論
」
の
テ
キ
ス
ト
の
大
部
分
が
、
『
批
判
」
第
二
版
に
お
い
て
も
、
第
一
版
と
ほ
ぼ
向
じ
形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
必
要

が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
、

2
0
0
8
年
日
月
日
日
、
日
本
カ
ン
ト
協
会
第
お
回
学
会
に
お
い
て
、
「
第
二
瓶
「
山
市
出
縫
論
」
に
お
け
る
「
形

式
的
直
観
」
に
つ
い
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

ぷ
U
司
令
J



(
日
)
こ
の
意
味
で
の
回
g
y
o詐
の
用
例
と
し
て
は
、
「
フ
ェ
ノ
メ
ナ
と
ヌ
i
メ
ナ
」
に
お
け
る
以
下
の
文
章
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
空
間
と
時
間
に
お
け
る
直
観
の
一
性
(
会
∞
ヨ
ロ
ゲ
巴
士
凶
2
〉
出
田
口
町
田
口
口
出
向
。
口
広
何
回
日
出
口

EjN包
仲
)
と
の
連
関
に
お
い
て
の
み
意
義
を
持
ち
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
ま
さ
に
こ
の
一
性
を
た
だ
、
空
間
と
時
間
の
た
ん
な
る
観
念
牲
の
た
め
だ
け
に
、
普
遍
的
な
結
合
概
念
に
よ
っ
て
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
間
同
の
一
性
五
位
由
。

N
S
g
g
v
g仲
)
が
見
出
さ
れ
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
し
た
が
っ
て
、
ヌ
i
メ
ノ
ン
に
お
い
て
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
全
使
用
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
全
意
義
さ
え
も
完
全
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
面
白
。
∞
)
0

こ
の
文
章
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
カ
テ
ゴ
リ
i
が
、
感

性
の
側
の
「
時
間
の
一
性
」
と
関
係
付
け
ら
れ
た
場
合
に
の
み
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
使
っ
て
経
験
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
「
時
間
の
一
性
」
が
不
在
で
あ
る
状
態
が
「
ヌ
l
メ
ノ
ン
」
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
お
)
こ
の
タ
イ
プ
の
田
口
宮
詐
の
用
例
は
非
常
に
多
い
。

通
の
表
象
の
下
に
秩
序
a

つ
け
る
作
用
の
統
一

一
例
と
し
て
、
情
性
の
機
能
(
司
記
長
位
。
ロ
)
の
定
義
に
お
け
る
「
さ
ま
ざ
ま
な
表
象
を
一
つ
の
共

(
回
佐
官
詐
)
」
(
〉
密
記
由
印
)
と
い
う
用
法
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
田
口
吉
宗
は
、
総
合
に
よ
っ
て
多
様

を
統
一
す
る
機
能
、
あ
る
い
は
そ
の
機
能
に
関
す
る
規
別
を
意
味
す
る
。

(
日
)

一
般
的
に
、
こ
の
文
章
の
田
口
F
S什
は
、
前
文
の
出
宮
宮
体
と
同
義
に
と
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は

独
立
に
確
保
さ
れ
て
い
る
空
間
と
時
間
の
「
一
性
」
を
見
逃
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
こ
の
文
章
の
中
で
、
「
統
こ
は
初
出
の
婆
素
で
あ
り
、
前
の

つ
-今、d

文
章
と
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
む
し
ろ
文
末
の
「
こ
れ
ら
の
亙
観
」
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い
、

と
思
わ
れ
る
。

(
げ
)
こ
の
点
に
関
し
て
、
第
二
版
「
演
線
論
」
の
前
半
部
の
議
論
を
、
「
私
は
思
惟
す
る
」
と
「
総
合
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
か
な
っ
た
形
式
」
と
の
相
互
依
存

の
説
明
と
み
な
す
、
セ
ン
ド
ロ
ウ
イ
ア
ツ
の
説
は
示
唆
の
寝
む
も
の
で
あ
る
o

C
円
∞

Sι
。
さ
き
口
N
b
H
)
仏
け
も
・
4
白日同一


